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 学校便り                         

変わるものと変わらないもの 

校長 T.I. 

職員室で「昔は学校教育で方言を使うことが禁止されていたんだよね。」ということが話題になったことがありま

す。現在の学校では，「地域の伝統や文化，言葉の多様性を学ぶ」という目的が示され，「方言と共通語の特質やよ

さを知る。」「共通語が必要な場合を判断しながら話す。」ということが大切にされています。明治維新の時代に始

まり，戦後しばらくも「なまりのない正しい発音で話すこと」というように，方言を矯正することが学校で求められ

ていました。現代であれば，その地方の文化を蔑視する差別的な教育と言われそうですが，「近

代国家の仲間入りを果たすために統一的な言葉を使う」という明治維新後の目的や，集団就職で

地方からたくさんの人が都会に出て行った時代に「都会に出て行ったとき言葉が通じなくて方言

が恥ずかしかった。」という経験から，方言を矯正することが必要だとされていたのでしょう。 

わたしの小学生時代(1970年代)までは，方言の矯正という流れであったように思いますが1980年代を転換点とし

て方言が社会的に価値のあるものという受け止め方に変わっていったようです。テレビの普及の影響が大きかったの

かもしれません。現在は方言に「楽しい」「癒される」といった価値観が加わり，方言で地域のよさをアピールする

場面も増えてきました。LINEの方言スタンプも，ちょっとくすっと笑えたり，味わいがあり温かくていいなあと感じ

ます。気取らない素直な気持ちになれるのかもしれません。時代の変化によって，目的や大切なこと，価値観が変わ

っていった例の一つですね｡ 

一方，国語の教科書を見ると，私が小学生のころからずっと変わらずに掲載されている文章があります。教科書そ

のものはだいぶ変わったのですが。1年生の「くじらぐも」2年生の「スーホの白い馬」3年生の「ありの行列」4年

生の「白いぼうし」「ごんぎつね」5年生の「大造じいさんとガン」6年生の「やまなし」等は，読みながらわくわ

くしたことや，とても悲しい気持ちになったことが心に残っています。時代が変わっても，心揺さぶられる名作は名

作として生き残り，いつの時代の子供にも感動を与えているのだなあと思います。 

新型コロナウィルスによって，これまで常識だったものが，なくても意外に大丈夫だと分かったり，違うやり方が

必要になったり，スタイルが多様になったりということがありました。また，科学の進展やさまざまな研究の深化に

よって，新たなものが生まれています。特にこの２年で学校も社会もデジタル化が急激に進むなど，時代についてい

くことに不安を覚えつつ，ずっと学んでいくことの必要性を実感します。大変だなあという気持ちと同時に，学ぶこ

とを楽しんでいきたいと思います。一方で，いつの時代にあっても心揺さぶられるものや，変わらずにあってほっと

するもの，引き継いでいきたい歴史や伝統も大切にしていきたいという気持ちもあります。 

さて，12月。あと20日ほどで２学期が終了します。冬休み期間はクリスマスに始まり，

大掃除，年越しそば…初日の出や初詣，年賀状，お雑煮におせち料理。忘れてはいけない，

お年玉。家族みんなで変わらないものを大切に楽しんでほしいと思います。 
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 迫真の演技！～県民週間・学習発表会～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 埋蔵文化財センター出前授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12･１月の行事予定   行事は中止や変更になる場合があります 

12/2(木) 

7(火) 

11(土) 

14(火) 

17(金) 

24(金) 

 

持久走大会・学級 PTA等 

租税教室 

土曜授業日 

宇宙飛行士講演会 

学期末特別校時(～23) 

終業式 

1/10(月) 

11(火) 

18(火) 

24(月)～ 

 

成人の日 

始業式 

鹿児島学習定着度調査(～19) 

学校給食週間 

 

 

11月１日から７日は地域が育むかごしまの教育県民週間でした。期間中は，学校自由参観日として，

授業参観だけでなく普段あまり見ることがないような，様々な学校生活の様子を御覧いただきました。

御参観いただいた方々ありがとうございました。 

また，５日(金)に学習発表会を実施しました。例年２月に実施していましたが，今年度は11月の県

民週間での実施となりました。今年度は，地域の方々にも御参観いただくことができ，子供たちもと

ても張り切っていました。30人ほどの参観者の方々を前にして，堂々とこれまでの学習を生かした発

表を見せてくれました。感染症対策のため，例年行っている合奏や合唱は行いませんでしたが，各学

級の発表や和太鼓演奏にと盛り上がりました。温かい御声援ありがとうございました。 

11月17日に，埋蔵文化財センターの出前授業が実

施されました。高学年の子供たちは，納官小からこ

ちらへ赴任された肥後前教頭先生が来ると言い張

って聞かない様子でしたが，残念ながら肥後先生は

いらっしゃいませんでした(笑)。 

今回来られた方々も小学校と中学校の先生で，授

業形式のとても楽しいお話を聞かせていただきま

した。遺跡から発掘されるものを実際に見せていた

だきましたが，子供たちも興味津々でした。これが

遺跡に落ちていてもただの石にしか見えないが…

というものもありましたが，古代の生活を垣間見る

ことができるロマンあふれる貴重な文化財です。こ

ういったものから，子供たちの新たな興味・関心を

引き出していければと思います。 


